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人の呼吸をセンシングする要請から超簡易版の風速（風量）センサを作ることになった．

正確な風速を求める必要はなく，むしろ安くすぐに作れればよいという方針である． 

 

こういう場合，例えばマイクを使おうとする人が多いが，マイクと呼吸では狙っている周

波数帯が違いすぎてあまり上手くいかない． 

（「鼻息が荒い」というときの「鼻息」，つまり鼻が多少詰まっているために生じる乱流成

分ならもちろんマイクで取れる．このことから，わざと乱流が生じるように障害物を置い

てやれば風速をマイクで計測可能とわかる．この方式は渦式流量計として流量計測の一手

法となっている．ただし音がわずらわしいかもしれない．） 

また正統的な風速計としては白金線の抵抗変化を見る温度センサとヒータの組合せが良く

使われるが，白金線は入手しにくく，高く，壊れやすい． 

 

ここでは同じ原理で，市販の温度センサ ICとヒータを組み合わせたもので安く済ます．温

度センサは千石等で売っているナショナルセミコンダクタ社の LM35DZを使った．これは

温度をそのまま電圧出力してくれる便利な IC．他に同様の温度センサとしてアナログ・デ

バイセズ社のもの(AD592AN)等がある(電流出力？)． 

 

下図が回路． 

 

 

 

今回は単電源，5Vいう要請があったため多少変な回路になっている．オペアンプは単電源
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動作するものであればなんでも良い．LM35DZは数mVの，温度に比例した電圧を出力す

る．4.7uFのコンデンサと 100kΩの抵抗によって直流成分をカット，人の呼吸をセンシン

グするのに適した時定数を持たせている．左下の二つの抵抗は単電源動作のためにオペア

ンプの入力に約 10mVのバイアス電圧を加えている．オペアンプで 100倍の増幅をしてい

る．  

3オーム抵抗を直列に 6つ直列に接続してヒータの代わりにする｛下図｝．抵抗のワット数

に注意． 

 

 

定常時の出力は約 5V｛バイアス分｝であり，息を吹きかけると 1V 程度にまで下がった．

人の呼吸測定には十分な性能を持っており，壊れない． 


